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「友だち追加」から「ＩＤ検索」または
「ＱＲコード」で登録！
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@dzc0159s

JR西労組HP（http://www.jrw-union.gr.jp）
最新のJR西労組運動をチェックしよう！

発行責任者　羽野 敦之
編集責任者　白井 聖二

“いつも通り”を確実に。ABCで事故ゼロへ。

　

川 柳  第25回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ 何処にいる？ マスクだらけの運動会 ］　大松 一人さん （金沢地本・七尾鉄道部分会）

来
賓
挨
拶
を
行
う

交
運
共
済
本
田
専
務
理
事

来
賓
挨
拶
を
行
う

Ｊ
Ｒ
連
合
上
村
会
長

Ｊ
Ｒ
西
労
組
を
代
表
し
て

発
言
す
る
中
村
代
議
員

大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
る

髙
杉
青
年
・
女
性
連
絡
会
代
表
幹
事

羽野議長の力強い団結ガンバロー！

要求書の提出に向かう中央本部執行委員

要求書を提出する福本中央副執行委員長

集結した約２００名による団結ガンバロー

　

冒
頭
、幹
事
会
役
員
を
代
表

し
て
、羽
野
議
長（
Ｊ
Ｒ
西
労
組

中
央
執
行
委
員
長
）が
挨
拶
に

立
ち
、①
安
全
に
は
見
え
な
い・

未
知
な
る
リ
ス
ク
へ
の
対
応
、②

男
女
平
等
参
画
と
女
性
役
員

育
成
、③
魅
力
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
日

本
グ
ル
ー
プ
の
構
築
に
向
け
て

提
起
し
た
。

　

ま
た
、多
く
の
ご
来
賓
の
方
々

に
お
越
し
い
た
だ
き
、交
運
共
済

本
田
専
務
理
事
よ
り
、制
度
改

正
への
対
応
、新
規
採
用
者・社
会

人
採
用
者
の
新
規
加
入
へ
の
お

礼
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

次
に
、明
治
安
田
生
命
よ
り
、

今
井
部
長
・
笠
谷
課
長
に
お
越

し
い
た
だ
き
、代
表
し
て
今
井
部

長
か
ら
、グ
ル
ー
プ
共
済
へ
の
対

応
へ
の
お
礼
、相
互
扶
助
の
精
神

に
沿
っ
た
運
営
を
行
っ
て
い
く
決

意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、こ
く
み
ん
共
済
よ
り

田
辺
事
務
局
長
、宮
武
係
長
に

お
越
し
い
た
だ
き
、代
表
し
て
田

辺
事
務
局
長
か
ら
、労
働
者
福

祉
共
済
、被
災
地
支
援
活
動
、マ

イ
カ
ー
共
済
推
進
へ
の
お
礼
が

述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
、Ｊ
Ｒ
連
合
よ
り
、上

村
会
長
、住
吉
労
働
政
策
局
長

に
お
越
し
い
た
だ
き
、代
表
し
て

上
村
会
長
か
ら
、①
技
術
革
新

と
向
き
合
い
、②
安
全
衛
生
委

員
会
の
活
用
、③
度
重
な
る
労
働

災
害
と
熱
中
症
対
策
、④
安
全

指
針
の
改
定
、⑤
組
織
拡
大
の
取

り
組
み
、⑥
26
春
闘
、⑦
労
働
政

策
委
員
会
、⑧
産
業
政
策
に
つ
い

て
挨
拶
を
受
け
た
。

　

幹
事
会
よ
り
、２
０
２
５
年
度

活
動
経
過
報
告
と
２
０
２
６
年

度
運
動
方
針（
案
）が
提
起
さ

れ
、6
名
の
代
議
員
か
ら
は
、安
全

対
策
、春
闘
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
技

術
力
低
下
、グ
ル
ー
プ
会
社
に
お

け
る
鉄
道
運
賃
割
引
制
度
、カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、労
働
災
害

な
ど
の
発
言
が
な
さ
れ
、Ｊ
Ｒ
西

労
組
を
代
表
し
て
中
村
代
議
員

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
執
行

委
員
）か
ら
、安
全
の
確
立
に
向

け
Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動
の
推
進
と
浸
透
、

27
春
闘
で
は
26
春
闘
の
勢
い
を

さ
ら
に
強
め
、Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
で

働
く
す
べ
て
の
仲
間
の
労
働
条
件

向
上
に
向
け
て
闘
う
決
意
、来
る

第
21
回
統
一
地
方
選
挙
で
は
、組

合
員
の
投
票
行
動
の
呼
び
か
け

や
推
薦
候
補
者
の
周
知
に
努
め
、

推
薦
候
補
者
の
全
員
当
選
に
向

け
て
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
、最

後
に
、8
月
26
日
か
ら
東
京
ド
ー

ム
で
開
催
さ
れ
る
、第
97
回
都
市

対
抗
野
球
大
会
に
出
場
す
る
、Ｊ

Ｒ
西
日
本
硬
式
野
球
部
の
勝
利
に

向
け
た
応
援
を
要
請
し
た
。

　

幹
事
会
側
の
答
弁
で
、川
原
事

務
局
長（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
副

執
行
委
員
長
）が
、「
格
差
是
正

に
向
け
て
定
期
昇
給
の
議
論
を

お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、契
約
単

価
の
見
直
し
、
価
格
転
嫁
を
目

指
し
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
に
集
う

す
べ
て
の
組
合
員
の
負
託
に
こ
た

え
る
よ
う
に
運
動
を
進
め
て
い

く
！
」と
総
括
答
弁
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、全
て
の
議
事
が
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
、髙
杉
青
年
・

女
性
連
絡
会
代
表
幹
事（
Ｊ
Ｒ

西
労
組
中
央
本
部
青
年
女
性
委

員
長
）が
大
会
宣
言
を
読
み
上

げ
、羽
野
議
長
の
力
強
い「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
！
」で
大
会
を
締
め

く
く
っ
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
よ
り
倉
坂

社
長
を
は
じ
め
主
管
部
の
代
表

が
訪
れ
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ

で
働
く
組
合
員
に
対
し
、日
頃
の

業
務
に
対
す
る
感
謝
と
、新
た
な

中
期
経
営
計
画
の
達
成
に
向
け

て
、「
魅
力
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ

ル
ー
プ
を
皆
さ
ん
と
共
に
創
り
上

げ
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
を
述
べ

た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、今
年
度
も

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
と
連
携
を
深

め
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。     

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
は
、２
０
２
６
年
7
月
24
日（
金
）、ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
に
お
い
て
、「
第

35
回
定
期
大
会
」を
開
催
し
た
。大
会
に
は
、幹
事
会
、代
議
員
、来
賓
、ス
タ
ッ
フ
含
め
て
約
２
０
０

名
が
集
結
し
た
。開
会
に
先
立
ち
、出
席
者
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
た
。定
期
大
会
は
、松
平
副
議

長（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
テ
ク
ノ
ス
労
働
組
合
）に
よ
る
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、大
会
議
長
に
は
、須
原
代

議
員（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
神
戸
地
方
本
部
）を
選
出
し
、議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
は
、

各
地
本・総
支
部・部
会・青
年
女

性
委
員
会
か
ら
届
い
た「
２
０
２

６
年
度
総
合
労
働
協
約
改
訂
」

に
関
す
る
要
求
を
、７
月
９
〜
10

日
に
開
催
し
た
第
38
回
定
期
中

央
本
部
大
会
で
議
論
の
う
え
確

認
し
、47
項
目
に
集
約
し
た
要
求

書
を
本
日（
７
月
21
日
）、会
社
に

提
出
し
た
。

　

中
央
本
部
を

代
表
し
、福
本

副
執
行
委
員
長

は
、「
Ｊ
Ｒ
西
日

本
グ
ル
ー
プ
は
、

２
０
２
５
年
度

期
末
決
算
で
５

期
連
続
の
増
収

増
益
を
達
成
し

た
。こ
の
成
果

は
、日
々
の
安

全
・
安
定
輸
送

を
支
え
る
組
合

員
の
努
力
に
加

え
、各
種
施
策
や
経
費
削
減
へ
の

協
力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、労
働
力
不
足
や
物
価

高
に
よ
る
コ
ス
ト
の
増
加
、業
務

の
効
率
化・省
力
化
へ
の
対
応
な

ど
、多
く
の
課
題
も
抱
え
て
い
る
。

私
た
ち
は
、Ｊ
Ｒ
特
有
の
働
き
方

の
解
消
を
進
め
る
と
と
も
に
、60

歳
以
降
も
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
や
、多
様
な

人
財
が
活
躍
で
き
る
職
場
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
年
度
は
各
級
機
関
か
ら
５

０
２
項
目
の
要
求
を
集
約
し
た
。

組
合
員
が
働
き
が
い
を
持
ち
、安

全
に
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
環
境
の
実
現
に
向
け
、現

場
の
声
を
踏
ま
え
た
要
求
を
提

出
す
る
の
で
、誠
意
あ
る
回
答
を

求
め
る
」と
述
べ
た
。

　

会
社
は
、「
昨
年
度
は
、育
児・

介
護
支
援
や
柔
軟
な
働
き
方
の

充
実
な
ど
、働
き
や
す
さ
や
働
き

が
い
の
向
上
に
つ
な
が
る
制
度
改

正
を
実
現
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
社
員
の

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
、人
財

の
確
保
や
定
着
に
も
効
果
を
上

げ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、本

年
度
の
要
求
に
つ
い
て
も
、趣
旨

を
踏
ま
え
て
誠
実
に
議
論
し
、健

全
な
労
使
関
係
を
維
持
し
な
が

ら
、社
員
と
家
族
の
幸
福
の
実
現

に
向
け
て
議
論
し
て
い
き
た
い
」

と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

中
央
本
部
は
、組
合
員
の
切
実

な
要
求
を
実
現
す
る
た
め
、８
月

中
旬
か
ら
始
ま
る
交
渉
に
全
力

で
取
り
組
む
！

安
全
に
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
の
実
現
に
向
け
て

魅
力
あ
る

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
を
創
ろ
う

ＪＲ西日本連合「第35回定期大会」を開催ＪＲ西日本連合「第35回定期大会」を開催ＪＲ西日本連合「第35回定期大会」を開催ＪＲ西日本連合「第35回定期大会」を開催

２０２６年度
総合労働協約改訂に関する要求を提出


